
残留性有機汚染物質検討委員会第 22回会合 

（POPRC22）の結果について 

 
 
 

2026 年 9 月 21 日～25 日に、残留性有機汚染物質検討委員会（POPRC）の第 22 回会合

（POPRC22）が開催されました。 

 

主な決定内容は以下の通りです。 

（1）残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約（POPs 条約）の対象物質としての検討 

・四臭素化体から八臭素化体までのポリ臭素化ジベンゾ-p-ジオキシン及びポリ臭素化ジベンゾ

フランについて、リスク管理に関する評価を検討する段階に進める 

・「デカブロモジフェニルエタン（DBDPE）とその関連物質、臭素化ジフェニルエタン」及び「ビ

ス(2-エチルヘキシル)テトラブロモフタレート（TBPH）、その個々の異性体及び/又はそれらの

異性体混合物を含む」について、リスクプロファイル案を作成する段階に進める 

 

（2）その他の検討 

・ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）とその塩及びペルフルオロオクタンスルホニルフ

ルオリド（PFOSF）の認めることのできる目的及び個別の適用除外の見直し結果を締約国会議

（COP）に勧告する 

・医薬品製造を目的としたペルフルオロオクチル＝ブロミド（PFOB）の製造のためのペルフル

オロオクチル＝ヨージド（PFOI）の使用の適用除外の維持についてCOPに勧告する 

・ペルフルオロオクタン酸（PFOA）とその塩及び PFOA関連物質、ペルフルオロヘキサンスル

ホン酸（PFHxS）とその塩及び PFHxS 関連物質並びに長鎖ペルフルオロカルボン酸（LC-PFCA）

とその塩及び LC-PFCA 関連物質に該当する物質の例示リストの改定について、引き続き情報収

集を行う 

 

次回 POPRC（POPRC23）は 2027 年 9 月 27 日～10 月 1 日、次回 COP（COP13）は 2027 年

4 月 19 日～30 日に開催される予定です。 

 

当社では製品分析について実績があります。詳しくは、当社製品分析担当者（フリーダイヤル

0120-01-2590）までお気軽にお問い合わせください。 
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数値が基準値を超えてしまった！ 
基準値を超えてしまった項目については、原因の特定及びその後の処置が必要になります。項目に 

よって適切な処理方法がありますが、ご存知ですか？答えは下記ＵＲＬからご覧いただけます。 

https://www.knights.jp/knightsreport/reports/KR13006.pdf 

https://www.knights.jp/knightsreport/reports/KR13002.pdf 
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